
「全労生」設立のきっかけとなった第１

回全国労働組合生産性中央討論集会（１９

５８年�月�～�日）。

■

労

組

幹

部

に

よ

る

海

外

視

察

団

　

日

本

生

産

性

本

部

は

創

設

初

年

度

の

１

９

５

５

年

５

月

に

海

外

視

察

団

の

第

１

陣

を

ア

メ

リ

カ

に

派

遣

。

団

員

の

ほ

と

ん

ど

は

経

営

側

だ

っ

た

が

、

労

組

幹

部

も

一

人

だ

け

含

ま

れ

て

い

た

（

川

崎

製

鉄

労

組

連

合

会

中

央

執

行

委

員

長

の

北

村

勝

雄

）

。

　

�

年

に

は

「

労

働

団

体

生

産

性

視

察

団

」

の

第

１

次

が

６

月

に

、

第

２

次

が

８

月

に

渡

米

、

い

ず

れ

も

６

週

間

に

わ

た

っ

て

視

察

。

当

初

は

総

同

盟

と

全

労

系

の

み

で

構

成

さ

れ

て

い

た

が

、

そ

の

後

、

回

を

重

ね

る

ご

と

に

総

評

系

、

中

立

系

組

合

に

も

広

が

る

よ

う

に

な

り

、

視

察

内

容

も

「

調

査

」

「

教

育

」

「

労

使

協

議

」

な

ど

専

門

的

な

傾

向

を

帯

び

る

よ

う

に

な

っ

た

。

視

察

参

加

者

は

帰

国

後

、

生

産

性

運

動

の

第

一

線

に

立

つ

役

割

を

担

う

こ

と

に

な

っ

た

（

『

全

労

生

�

周

年

記

念

誌

』

、

２

０

０

０

年

７

月

）

。

■

「

実

践

」

に

意

義

　

生

産

性

運

動

が

進

め

ら

れ

る

過

程

で

、

労

組

自

身

が

主

催

者

と

な

っ

て

、

運

動

を

組

合

に

広

げ

、

そ

の

組

織

化

を

図

る

動

き

が

起

き

た

。

�

年

�

月

に

は

、

総

同

盟

や

海

員

組

合

、

電

労

連

、

自

動

車

労

連

な

ど

約

２

３

０

組

合

参

加

の

も

と

各

地

で

開

か

れ

た

地

方

集

会

の

集

大

成

と

し

て

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

中

央

討

論

集

会

」

を

開

催

し

、

時

の

問

題

に

つ

い

て

議

論

。

こ

れ

を

基

盤

と

し

て

、

�

年

４

月

、

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

企

画

実

践

委

員

会

」

が

設

立

さ

れ

た

。

委

員

長

に

は

総

同

盟

あ

つ

し

副

会

長

の

古

賀

専

、

副

委

員

長

に

は

電

労

連

事

務

局

長

の

佐

藤

仲

を

選

出

。

企

画

だ

け

で

な

く

、

労

組

自

身

が

「

実

践

」

す

る

と

こ

ろ

に

意

義

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

名

づ

け

ら

れ

た

。

　

同

委

員

会

は

総

評

系

や

中

立

系

労

組

か

ら

の

参

加

が

増

す

中

、

生

産

性

運

動

の

調

査

研

究

活

動

や

討

論

集

会

・

研

究

会

を

通

じ

た

協

働

活

動

を

展

開

。

�

年

に

同

委

員

会

は

発

展

的

に

「

全

国

労

働

組

合

生

産

性

会

議

：

略

称

＝

全

労

生

」

と

改

称

、

現

在

の

活

動

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

　

「

企

画

実

践

委

員

会

が

総

評

、

全

労

、

同

盟

等

の

枠

を

越

え

た

構

成

と

な

り

、

か

つ

常

に

時

代

を

先

取

り

し

た

視

点

を

持

っ

て

活

動

展

開

を

図

っ

て

き

た

こ

と

か

ら

、

後

年

の

労

働

戦

線

統

一

の

流

れ

を

つ

く

っ

た

こ

と

は

紛

れ

も

な

い

事

実

で

あ

る

。

」

（

前

出

『

�

周

年

記

念

誌

』

）

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


